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１． 現代の教育が直面する複雑で深刻な課題 

現在の学校教育は、子どもたちが未来社会を生き抜くための力を育てることが求められている。しかしその

一方で、教室にはかつてない多様性が広がり、教師がすべての生徒に目を配りながら質の高い指導を行うには、

明らかに限界がある。 

学力の差や学習スピードの違い、言語処理や表現に困難を抱える生徒、さらには家庭環境に起因する不安や

孤独感。これらが複雑に絡み合う中で、教師は授業と生徒指導の両面において、迅速かつ的確な対応を求めら

れている。 

また、時代の進展とともに、生成AIの活用は社会全体に広がりを見せており、生徒たちもこの技術を「使わ

れる側」ではなく「使いこなす側」として理解し、体験的に学ぶ必要がある。しかし多くの学校では、生成AI

を授業に活用できる環境や知識がまだ整っていないのが現実である。 

そこで、本WEBアプリはテクノロジーの力で教育の「細やかさ」と「公平性」を同時に実現することを目指

して開発をした。中心となるのは、Google Apps ScriptとGemini API、そしてVoicevox音声合成エンジンを

組み合わせた、音声対応のAIチャットボット型学習支援システムである。 

このWEBアプリは単なるQ&Aシステムではない。生徒がいつでも質問でき、学習のプロセスを記録・可視

化し、必要に応じて教師が介入できるという、学習・記録・指導の三位一体を可能にする環境である。 

 

２．機能と特徴（詳細） 

① 生徒一人ひとりに専用のチャット記録シートを自動生成 

初期設定シートに生徒名を記入するだけで、ひな形から個別シートが自動で複製され、ログイン用パスワ

ードと紐づく。ログイン後はそれぞれの生徒が、自分専用の学習空間へ誘導される仕組みになっている。こ

の個別シートには、生徒の発言、AIからの応答、タイムスタンプまですべてが蓄積され、学習の履歴そのも

のが記録媒体となる。教師は後から「誰が・いつ・何を質問し、どんな返答を得たか」を完全に把握できる

（図１）。 

 図１ 生徒 Aのログ（教師画面） 



② 生成AIによる会話の要約と、生徒の逸脱検知 

生徒がチャットボットとやりとりを重ねる中で、その対話履歴をもとにGemini APIが要約を行い、「今こ

の生徒がどのような内容を考えているのか」を教師が即座に把握できる（図２ア、図３ア）。 

さらに、生成AIは生徒の発言が授業内容に沿っているかどうかを判断し、雑談やゲームなど学習と無関係

な内容に逸脱している場合は「要支援」としてフラグを立てる（図２イ、図３イ）。これは教師用のスプレッ

ドシート「座席表」（図３）、「個別状況一覧」（図２）に自動的に反映され、教師がすぐに対応できる。 

 

③ 生徒自身が「困っている」と伝えられるアラート機能 

チャット画面（図４）には、「困っているときはココをタップ！」というボタン（図４ア）が設置されてお

り、生徒は恥ずかしさやためらいを感じずに、自分の困り感をワンタップで教師に伝えられる。教師の画面

では、困っている生徒が「困り中」と表示される（図２ウ、図３ウ）ため、机間巡視や声かけの優先度を判断

しやすくなる。これは特に、支援が必要な生徒が無言で時間を過ごしてしまう状況を防ぐうえで極めて有効

である。 

図２ スプレッドシート_シート名「個別状況一覧」（教師画面） 
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図３ スプレッドシート_シート名「座席表」（教師画面） 



 

 

④ 音声入力・音声出力対応で、誰でも使いやすい 

このアプリは音声入力（Web Speech API）と音声読み上げ（Voicevox）に完全対応しており、タイピング

に苦手意識を持つ生徒や、読むことに困難のある生徒にも最適である。 

音声で質問（図４イ）し、音声で返答を聞く（図４ウ）ことができるため、情報処理におけるハンディキャ

ップを感じさせずに学びに参加できる。また、生成 AI の「声」と対話することで、AI の在り方や可能性に

ついて、生徒自身が実感を伴って学ぶ機会にもなる。 

 ⑤ どの授業、どの分野にもプロンプト（指示文）の変更による幅広く対応が可能 

 さらにこのアプリは、教師がプロンプトを自由に書き換えることができる設計（図５）となっており、どの

ような教科・単元にも柔軟に対応できるという大きな特徴を持っている。たとえば、理科では「食物連鎖につ

いて説明して」、社会では「明治時代の産業構造の変化を教えて」、国語では「主人公の心情を考えてみよう」

といった形で、授業の目的に応じた専門的な対話が可能になる。教師が作成するプロンプトによって、AIの

応答スタイルや深さも自在に変えることができ、授業との整合性を保ったまま生成AIを組み込むことができ

る。また、「個別状況一覧」や「座席表」にどのようなことを要約して表示させたいかについても教師が授業

に応じて変更することができる（図６）。 

図４ アシスタント AIチャットボット（生徒画面） 
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図５ チャットボットのプロンプト（教師画面） 



 

 

３．教師にとっての意義と利便性 

このアプリは生徒のためだけのツールではない。むしろ、教師の負担軽減と支援の質の向上を同時に実現す

る教育支援ツールとして設計されている。 

① 記録が「見える」ことは、指導の強化につながる 

師はすべての発言ログにアクセスできるため、生徒の理解の浅さや誤解に気づきやすく、個別指導や保護

者との面談時にも具体的な根拠をもって説明ができる。 

② 「この生徒は今、何に悩んでいるのか」が瞬時に分かる 

別状況一覧シートは座席表とも連動でき、クラス全体の学習状況を一目で把握できる。授業中に一人で抱

え込んでいる生徒や、授業から逸れている生徒を見逃すことがなくなる。 

③  導入は簡単、無料、どの学校でも即日利用可能 

このアプリは、Google Workspaceとスプレッドシートだけで動作するため、特別なソフトの購入やインス

トールは一切不要。テンプレートのコピーと簡単な設定だけで導入が可能であり、教育予算に余裕がない学

校でも無理なく実現できる。 

 

４，まとめ ー 教室に“自分専用の教師”を 

このWebアプリは、従来の「一斉授業」では難しかった、一人ひとりに寄り添う学びと、的確な指導の両立

を実現するために生まれた。生徒にとっては、いつでも相談できる相手として。教師にとっては、学習状況を可

視化し、判断と介入のタイミングを教えてくれる“自分専用の教師”として。 

今後の教育において、AIは決して脅威ではない。むしろ、教育の質を底上げし、誰ひとり取り残さない学び

を支える“共創のパートナー”として機能していく。その最初の一歩として、このWebアプリは確かな手応えと

可能性を提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 個人の状況を判断する教師のためのプロンプト（教師画面） 


